
上）笠鉾会館の展示品／笠鉾と屋台
下）坂版画美術館／清原啓子の展示会場

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
須
坂
市
の
地
元
力

　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。「
全

国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
」

理
事

　
ま
ち
が
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

概
念
は
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
も
呼

ば
れ
、
地
域
資
源
を
地
元
民
が
守
っ
て

い
こ
う
と
す
る
概
念
で
も
あ
る
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
後
、
な
お

コ
ロ
ナ
蔓
延
の
中
、所
用
で
軽
井
沢
に

行
っ
た
折
、須
坂
市
の
博
物
館
と
美
術

館
に
よ
る
企
画
展
示
の
チ
ラ
シ
を
手
に

し
た
。ま
だ
訪
ね
た
こ
と
が
な
く
、展
示

が
魅
力
的
で
あ
り
人
出
の
少
な
い
時
期

で
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
機
会
を
見
逃

せ
な
い
と
思
い
ク
ル
マ
で
足
を
延
ば
し

た
。

　
目
的
は
２
つ
。
１
つ
は
須
坂
市
笠
鉾

会
館
ド
リ
ー
ム
ホ
ー
ル
で
開
催
中
の

「
須
坂
藩
窯
吉
向
焼
」
の
展
示
。
も
う

Ⅰ
「
つ
は
須
坂
版
画
美
術
館
で
の
「
夭

折
の
銅
版
画
家　
清
原
啓
子
～
幻
想

～
」
の
展
示
で
あ
る
。

須
坂
藩

　
　
14
代
の
陶
宝

　
須
坂
市
は
、
城
下
町
の
街
並
み
で
落

ち
着
く
。
笠
鉾
会
館
は
、
須
坂
祇
園
会

の
祭
礼
に
各
町
の
曳
き
出
さ
れ
る
笠
鉾

や
屋
台
の
展
示
館
。一
階
の
フ
ロ
ア
に
、

11
基
の
笠
鉾
と
４
基
の
屋
台
が
展
示
さ

れ
て
い
る
（
写
真
）。

　
須
坂
祇
園
会
（
祇
園
祭
）
は
、
災
い

や
疫
病
神
を
招
き
寄
せ
、
追
い
払
う
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
い
、

笠
鉾
は
神
が
降
臨
す
る
所
の
目
印
で
、

高
さ
６
㍍
を
超
え
る
。
２
段
の
笠
帽
子

を
も
つ
梵
天
で
、
朱
色
を
し
て
お
り
目

立
つ
。
屋
台
は
囃
子
や
踊
り
を
す
る
舞

台
で
、
こ
れ
も
５
㍍
を
超
え
る
曳
き
神

輿
で
あ
る
。

上
げ
ら
れ
た
も
の
は
秀
作
ば
か
り
。
吉

向
焼
と
称
さ
れ
る
。今
回
の
展
示
品
は
、

緑
や
白
や
金
の
色
彩
の
壺
や
籠
や
鉢
は

い
ず
れ
も
小
器
で
は
あ
る
が
、
大
宝
の

品
格
を
備
え
る
も
の
だ
っ
た
。

町
の
人
々
が

　
　〈
学
芸
員
〉に

　
同
じ
須
坂
市
に
、
自
然
景
観
豊
か
な

広
大
な
地
に
博
物
館
３
館
と
古
民
家
の

４
館
が
隣
接
す
る
須
坂
ア
ー
ト
パ
ー
ク

が
あ
る
。
版
画
美
術
館
で
特
別
展
示
中

の
清
原
啓
子
展
は
、
版
画
36
点
と
原
版

８
点
で
、
精
緻
な
エ
ッ
チ
ン
グ
や
鉛
筆

「
ス
ケ
ー
ト
」
の
版
木
と
そ
の
木
版
画
、

ほ
か
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
は
、
絵
画
部
門

で
藤
田
隆
治
の「
氷
上
ホ
ッ
ケ
ー
」が
、

水
彩
部
門
で
鈴
木
朱
雀
の
「
古
典
的
競

馬
」
が
、
と
も
に
３
位
の
銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
そ
う
で
あ
る
。

　
ア
ー
ト
パ
ー
ク
で
は
、
平
塚
運
一
版

画
美
術
館
の
ほ
か
、
世
界
の
民
族
人
形

博
物
館
も
見
学
し
た
。
今
回
訪
問
し
た

須
坂
市
は
、「
蔵
の
ま
ち
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
街
並
み
が
歴
史
的
情
景
を
呈

し
て
い
る
。

　
地
元
の
人
々
が
、
日
々
の
暮
ら
し
の

あ
り
様
、
そ
の
価
値
や
特
徴
を
、
観
光

客
に
、博
物
館
や
美
術
館
の
〈
学
芸
員
〉

と
し
て
伝
え
て
く
れ
る
「
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
の
活
動
が
望
ま
し
い
。
地
元

で
出
会
っ
た
中
高
校
生
ら
し
い
若
者

は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
振
る
舞
い
を
演

じ
て
く
れ
た
。
こ
う
し
て
、
須
坂
で
は

持
続
性
あ
る
地
元
力
を
発
見
し
た
。

　
１
～
１
・
４
㍍
の
大
き
な
車
輪
を
も

つ
。須
坂
藩
14
代
の
う
ち
９
代
の
治
世
、

技
法
の
作
品
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の

チ
ラ
シ
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
夭
折
の
銅

版
画
家
」
と
『
幻
想
』
の
２
文
字
、
背

景
の
版
画
画
像
に
魅
了
さ
れ
て
、
今
回

訪
問
し
た
。

　
清
原
啓
子
（
１
９
５
５
～
１
９
８
７

年
）
は
、
31
歳
で
早
世
し
て
お
り
、
展

と
作
品
は
、と
も
に
地
域
資
源
で
あ
る
。

　
版
画
美
術
館
に
は
、
小
林
朝
治
の
展

示
作
品
も
あ
る
。
こ
の
日
の
展
示
は
、

７
月
20
日
～
９
月
20
日
ま
で
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
「
芸
術
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
の
版
画
で
あ
っ
た
。

　
実
は
、
第
５
回
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大

会
（
１
９
１
２
年
）
か
ら
第
14
回
ロ
ン

ド
ン
大
会
（
１
９
４
８
年
）
に
は
「
芸

術
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
う
競
技
が
あ

寺
地
震
で
窯
が
崩
壊

し
、事
業
も
終
焉
し
た
。

　
し
か
し
、
藩
窯
と
し

て
与
え
ら
れ
た
「
紅
翠

軒
」
で
行
阿
に
よ
り
仕

示
作
品
は
早
世
前
の
10
年
間
で
制
作
さ

れ
た
。
須
坂
版
画
館
は
地
元
出
身
の
小

林
朝
治
（
１
８
９
８
～
１
９
３
９
年
）

に
由
来
し
て
設
立
さ
れ
た
が
、
啓
子
は

筆
者
の
千
葉
県
に
も
関
係
し
て
い
る
。

出
身
の
多
摩
美
術
大
学
で
師
事
し
た
の

は
、「
技
法
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
た
深

沢
幸
雄
（
１
９
２
４
～
２
０
１
７
年
）

で
、
今
回
展
示
さ
れ
た
う
ち
の
10
点
程

は
、
幸
雄
ゆ
か
り
の
市
原
湖
畔
美
術
館

が
所
蔵
す
る
作
品
で
あ
る
よ
う
だ
。
人

１
７
９
０
年
代
に
遡
る
須
坂
祇
園
会

は
、
江
戸
時
代
の
養
蚕
な
ど
経
済
の
活

況
に
裏
打
ち
さ
れ
て
生
ま
れ
た
。
疫
病

退
治
が
本
来
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
今
年
は
、
い
つ
も
よ
り
規
模

を
縮
小
し
実
施
さ
れ
た
と
い
う
（
昨
年

は
中
止
だ
っ
た
）。

　
目
的
と
し
た
「
吉
向
焼
」
は
、
須
坂

藩
11
代
の
堀
直
格
（
な
お
た
だ
）
が
、

藩
財
政
の
改
善
を
意
図
し
て
弘
化
２
年

（
１
８
４
５
年
）
に
、
江
戸
よ
り
名
高

い
陶
工
・
初
代
吉
向
治
兵
衛
（
行
阿
）

を
招
聘
し
て
始
め
た
窯
業
事
業
で
あ

る
。
実
際
の
事
業
は
次
代
の
直
武
（
な

お
た
け
）
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
善
光

り
、
朝
治
も
１
９
３
６
年
の
ベ
ル
リ

ン
大
会
に
出
品
参
加
し
た
と
い
う
。

そ
の
出
品
作「
マ
ラ
ソ
ン
」「
ス
キ
ー
」


